
阿賀の子２０２４ ～阿賀町小中学生 学習・生活等に関する調査から～ 

 

町内の小学 3 年生から中学 3 年生を対象に、学習や生活に関する調査を行いました。 

 

「整理整頓」および「あいさつ」の状況に

ついて肯定的な回答が多くありました。 

一方で、「就寝・起床状況」については、

推奨睡眠時間を確保している割合が少な

く、学年が上がるにつれて就寝時刻が遅く

なる傾向があります。「睡眠時間の確保」は

心と体の健康を守ってためには非常に重要

です。 

【質の高い睡眠を確保するポイント】 

✓ 朝食を抜かない。就寝の 2 時間以上前

に夕食を食べ終わる。 

✓ 睡眠の 1 時間前からスマートフォンの

使用を控える。 

（厚生労働省 健康づくりネットより） 

 

 子どもたちは、学校での学習の様子を高

く評価しています。学校での「主体的・対話

的で深い学び」の実現に向けた授業づくり

を推進している成果と言えます。 

 一方、読書習慣については十分とは言え

ない結果となりました。 

【小学生が読書をするきっかけ】 

✓ 家族が一緒に本を読んだり図書館や本

屋に連れて行ったりすること（51.1％） 

✓ 家の中で手に取りやすいところに本が

置かれていること（43.6％） 

（平成 28 年度 子どもの読書活動の推進等

に関する研究調査より） 

 

【デジタルシティズンシップ】 

「デジタル技術の利用を通じて、社会に積

極的に関与し参加する能力」のことを指し

ます。様々な場面でデジタルメディアを利

用する現在の子どもたちがこの能力を育む

ためには、私たち大人がデジタルシティズ

ンシップを理解し、対話を通して子どもた

ちの疑問や困りごとに対応していくことが

大切だと言われています。 

 総務省動画チャンネル（QR コ

ード）が参考になりますので、ぜ

ひご覧ください。 

 

 左記の内容は、物事に対する姿勢や取り

組み方、他者との関係の構築などの力で、日

常生活や社会活動において重視される能力

（非認知能力）と言われています。子どもた

ちは、園や学校、家庭、地域との関わりの中

で、その能力が身についていると評価して

います。 

【やってみたい！が学びの芽】 

右記（QR コード）の動画は、幼児教育に

おいて育みたい力についての内

容です。非認知能力の育成につ

いて参考になる部分もあります

ので、ぜひご覧ください。 

「町ぐるみ、みんなで」を合言葉に、阿賀町の子どもたちを育んでいきましょう。 


